　ダニエル電池をつくろう
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

ボルタ電池を改良したダニエル電池で電気を手に入れよう

ボルタ電池の復習
· ボルタ電池は（　　　　　）種類の金属を（　　　　　　　　　　水溶液）に入れてつくる。
· しかし、電極に（　　　　　　　ガス）が発生しやすく、電圧が下がりやすい。
· これを改良しようとした「ダニエル」がダニエル電池を開発した。
ダニエル電池を組み立ててみよう
◎前回の実験で、水溶液中に、違う種類の金属があると、イオンになりやすさの違いで変化を起こしていしまうことがわかった。
◎そこで、ダニエルは、電池の水溶液中の金属を１種類にした電池を開発した。

正極　：　Cu　と　Cu2+
負極　：　Zn　とZn2+
◎電流を流すため、Cu2+とZn2+を液体として混ぜず、電気的につなぐために、セロファンやゼリーでくっつけた
◎今回使用する、CuSO4やZｎSO4は手についたらそのままにせず、すぐに洗い流さなければならない。そこで、薬品が扱いやすいように、クッキングペーパーにしみこませた状態で実験する。
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サンドイッチ型　ダニエル電池の断面図


◎電池を組み立てたら、電圧を測り、ソーラーモーターなどをつないでみよう。　　電圧（　　　　　　V　）
◎ボルタ電池に比べて良い点をあげてみよう。
◎実験が終わったら、各電極の様子を観察しよう
　　正極：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　負極（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
それぞれの電極での反応をしらべよう
◎正極

Cu2+　＋　　　　→
◎負極


Zn　　→　　
ダニエル電池はボルタ電池より、
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